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コスト縮減方策等の検討 
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2.1 過年度調査の概要 

平成 22年度調査の概要 

平成 23年度調査の概要 

(1) モデルケースの設定 

(2) 概算事業費 

平成 24年度調査の概要 

(1) 部分単線化 
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(2) 小型システムの採用 

(3) 施設の簡素化 

(4) 沖縄自動車道の活用 

(5) 構造変更・基地跡地活用 

平成 25年度調査の概要 
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(1) 最新技術の採用（ＳＥＮＳ工法） 

(2) 単線区間の拡大 

(3) 全線単線化 

(4) 駅数の見直し 

(5) 小型システムの採用 
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(6) 地下区間から地上区間への構造変更 

1) 名護付近の構造変更 

2) 支線①（名護～沖縄美ら海水族館）の構造変更 

3) 国道 58号の地平構造を利用した検討 

4) 空港接続線の構造変更 
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平成 26年度調査の概要 

(1) 各モデルルートのルート及び構造形式の見直し 

(2) ランニングコスト＊１の縮減方策の可能性検討 

(3) 最新の交通システムの情報収集 
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平成 27年度調査の概要 

(1) モデルルートの精査（旭橋～糸満市役所） 

(2) 最新技術（地下駅のシールド切り開き工法）の採用 

(3) 構造形式の見直し（新都心～普天間飛行場・国道 330 号） 
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(4) コストの前提条件の精査 

1) 沖縄特有の気候条件を考慮したコスト 

2) 建設工事費デフレーター 

平成 28年度調査の概要 

(1) 幹線骨格軸（モデルルート）の検討 

(2) 支線軸の検討 

(3) 鉄軌道交通の安全を確保するための駅施設等の安全方策等についての検討 
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(4) 沖縄特有の地質条件等を踏まえた構造形式の見直し検討 

(5) 道路への鉄軌道導入に伴う道路交通への影響についての検討 

(6) コスト縮減の組み合わせ検討 
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2.2 平成 29年度調査の検討結果 

コスト縮減対象ルートの選定及び検討ケースの設定 

(1) 過年度調査のケース設定 

1) 平成 23年度調査のケース設定 

表 平成 23年度調査のケース設定 
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図 平成 23年度調査のモデルルート 
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2) 平成 24年度調査のケース設定 

表 平成 24年度調査のコスト縮減方策メニュー 

表 平成 24年度調査のケース設定（鉄道） 

表 平成 24年度調査のケース設定（トラムトレイン）
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3) 平成 25年度調査のケース設定 

①． コスト縮減方策検討の着眼点 

表 平成 25年度調査のコスト縮減方策メニュー 

②． ケース設定の考え方 
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表 平成 25年度調査におけるケース設定（鉄道） 
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表 平成 25年度調査におけるケース設定（トラムトレイン） 
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4) 平成 26年度調査のケース設定 

①． コスト縮減方策の組合せの考え方 

②． ルート選定の考え方 

表 平成 26年度調査で試算した検討ルート案 

26
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5) 平成 27年度調査のケース設定 

 

図 平成 27年度調査の検討フロー 

表 平成 27年度調査のコスト縮減方策等メニュー 
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表 平成 27年度調査でのコスト縮減方策の適用有無 
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①． 需要予測モデル再構築の影響確認（検討番号１～３） 

②． 平成 27年度調査のコスト縮減方策等の影響確認（検討番号４～８） 

③． 過年度成果及び平成 27年度調査のコスト縮減方策等の影響確認（検討番号９～10） 

表 平成 27年度調査の検討ケース 

ルート
那覇～普天間
の導入空間

鉄道
トラム
トレイン

1 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース2 うるま 国道330号 ○ ○

2 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース7 うるま 国道58号 ○ ○

3 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース8 読谷 国道58号 ○ ○

4 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース2 うるま 国道330号 ○ ○

5
糸満市役所～名護＋空港接続線
＋支線①

ケース2 うるま 国道330号 ○ ○

6
糸満市役所～名護＋空港接続線
＋支線②③

ケース2 うるま 国道330号 ○

7
糸満市役所～名護＋空港接続線
＋支線①②③

ケース2 うるま 国道330号 ○

8 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース7 うるま 国道58号 ○

9 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース2 うるま 国道330号 ○

10 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース7 うるま 国道58号 ○

需要予測モデ
ル再構築の影
響確認

H27コスト縮減
方策等影響確
認
（H27需要予測
モデル等適用）

過年度成果
+H27コスト縮減
方策等影響確
認
（H27需要予測
モデル等適用）

検討
番号

目的 検討区間
これまでの
検討ケースに
該当するケース

ルート システム
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図 平成 27年度調査での検討ルートの概念図 
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6) 平成 28年度調査のケース設定 

表 鉄道でのコスト縮減方策の組み合わせによる事業性の検討結果（Ｂ／Ｃ最大ケース） 

表 トラムトレインでのコスト縮減方策の組み合わせによる事業性の検討結果（Ｂ／Ｃ最大ケース） 
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図 平成 27年度調査までの内閣府調査で検討したモデルルートの概要 
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①． 各モデルルート等の精査 

②． 沖縄県特有の地質条件等を考慮した構造物や交通システムに関する比較・整理 

③． 鉄軌道交通の安全を確保するための駅施設等の安全方策等についての検討 

④． 道路への鉄軌道導入による道路交通への影響についての検討 

⑤． その他鉄軌道技術を構成する各種要素技術の動向把握や更なるコスト縮減方策 

図 平成 28年度調査の実施フロー 

各モデルルートの精査

部分単線化

施設規模等の縮小

コスト縮減方策

最新技術の活用

施設の簡素化

ルート・構造変更

基地跡地の活用

小型システムの採用

沖縄自動車道の活用

ＳＥＮＳ工法の採用

着眼点①
各モデルルートの精査
施設規模の見直し
・沿線人口・地域計画・開発計画
・観光施設等

着眼点④
各種要素技術の採用
・土木構造物、車両、軌道
・電気設備等

着眼点②
沖縄県特有の地域特性
・地質条件、地形条件等

平成24～27年度

平成28年度（本年度）

赤枠は平成27年度調査にて検討

コスト縮減方策は適宜
選択、複数組合せ案
も状況に応じて実施

シールド切り開き工法の
採用

駅数の見直し

着眼点③
駅施設等の安全方策等
・転落防止対策や防災・防犯対策等

沖縄県特有の地域特性

気象条件等を考慮
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図 沖縄県が調査時に検討していた骨格軸（７案）

表 コスト縮減方策等の検討ケース（モデルルートの精査）
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鉄道【ケース２（うるま・国道 330号・西海岸ルート＋空港接続線）】 

鉄道【ケース９（うるま・国道 330号・東海岸ルート＋空港接続線）】 

図 平成 28年度調査での検討ルートの概念図（鉄道） 
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トラムトレイン【ケース７（うるま・国道 58号・西海岸ルート＋空港接続線）】 

トラムトレイン【ケース 10（うるま・国道 58号・東海岸ルート＋空港接続線）】 

図 平成 28年度調査での検討ルートの概念図（トラムトレイン） 
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7) 平成 29年度調査のケース設定 

①． 検討精度の向上 

②． 大規模地震時等の地盤液状化対策の検討 

③． 支線①の路線計画の見直し 

④． 自動運転技術・欧州等鉄軌道関連技術の整理 

⑤． 道路への鉄軌道導入による道路交通への影響についての検討 

図 平成 29年度の実施フロー  
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表 コスト縮減方策等の検討結果概要（鉄道） 
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表 コスト縮減方策等の検討結果概要（トラムトレイン） 
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表 コスト縮減対象ルート（検討ケース） 

検討 

番号 
検討目的 検討区間 検討ケース 

幹線骨格軸 システム 

基本 

ルート 
那覇～普天間 うるま～名護 鉄道系 

トラム 

トレイン系 

21 
モデルルート精査 

検討精度の向上 

糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース 2 うるま 国道 330 号 
恩納 

（西海岸ルート） 
鉄道  

22 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース 7 うるま 国道 58号 
恩納 

（西海岸ルート） 
 ○ 

23 コスト縮減複数組合せ 

検討精度向上 

部分単線 

糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース 2 うるま 国道 330 号 
恩納 

（西海岸ルート） 

リニア 

メトロ 
 

24 糸満市役所～名護＋空港接続線 ケース 7 うるま 国道 58号 
恩納 

（西海岸ルート） 
 ○ 
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【ケース２（うるま・国道 330号・西海岸）】 

【ケース７（うるま・国道 58号・西海岸）】 

図 本年度調査での検討ルートの概念図  
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図 モデルルートの概要 


